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令
和
元
年
7
月
7
日
（
日
）

千
代
田
区
神
田
錦
町
の
学
士

会
館
に
お
い
て
静
商
同
窓
会

関
東
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。 

出
席
者
は
、
関
東
在
住
の

同
窓
生
128
名
と
本
部
よ
り
赤

石
同
窓
会
長
、
母
校
東
海
林

副
校
長
先
生
、
眞
木
元
校
長

先
生
以
下
来
賓
５
名
、
応
援

団
Ｏ
Ｂ
会
７
名
、
静
岡
か
ら

の
出
席
者
29
名
を
含
め
総
勢

169
名
の
規
模
と
な
っ
た
。 

総
会
に
於
い
て
は
、
平
成

30
年
度
会
計
報
告
、
令
和
元

年
度
の
予
算
案
、
２
年
任
期

の
役
員
改
選
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
が
承
認
さ
れ
た
。 

役
員
改
選
で
は
、
原
初
典
支

部
長
、
相
川
雅
美
副
支
部
長
、

岩
城
一
恵
副
支
部
長
、
岩
下

喜
美
枝
会
計
（
重
任
）
、
高
山

康
明
会
計
監
査
（
重
任
）
、
高

山
房
之
会
計
監
査
の
新
体
制

が
信
任
さ
れ
、
今
ま
で
３
期

６
年
間
支
部
長
を
努
め
ら
れ

た
吉
澤
英
夫
氏
（
Ｓ
38
年
卒
）

に
退
任
挨
拶
を
頂
き
、
盛
大

な
拍
手
で
功
績
を
労
っ
た
。 

総
会
に
続
き
、
懇
親
会
で

は
Ｓ
41
年
卒
、
Ｓ
51
年
卒
が

当
番
年
度
の
運
営
役
員
に
よ

り
、
運
営
役
員
で
も
あ
る
演

歌
歌
手
川
守
宏
シ
ョ
ー
を
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
、
開
催
当
日
は
、

「
七
夕
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
願
い
事
」
を
短
冊
に
書
く

と
い
う
粋
な
計
ら
い
も
あ
り
、

心
和
む
懇
親
会
と
な
っ
た
。 

 

Ｓ
40
年
卒
、
Ｈ
17
年
度
の
常

任
幹
事
を
皮
切
り
に
、
副
支
部

長
・
企
画
部
会
長
を
歴
任
し
、

支
部
長
と
な
っ
た
。 

Ｓ
48
年
卒
、
Ｈ
24
年
度
の
常

任
幹
事
を
皮
切
り
に
、
Ｈ
29

年
か
ら
広
報
部
会
長
と
し
て

同
窓
会
の
会
報
作
り
に
活
躍
。 

 

《 

退
任
役
員 

》 

長
い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

Ｓ
48
年
卒
、
Ｈ
28
年
か
ら
常

任
幹
事
と
な
る
。
ゴ
ル
フ
・
あ

じ
さ
い
・
カ
ラ
オ
ケ
と
同
好
会

活
動
に
幅
広
く
参
加
。 

Ｓ
49
年
卒
、
Ｈ
４
年
度
の
年

度
幹
事
を
皮
切
り
に
Ｈ
19
年

か
ら
常
任
幹
事
、
ゴ
ル
フ
同
好

会
の
幹
事
長
を
担
当
す
る
。 

静商同窓会関東支部 総会・懇親会 開催 

原 新支部長による、新役員の紹介 

参加者全員で肩を組み、応援歌を歌うのも恒例行事 

吉澤支部長の退任挨拶 

岩城一恵副支部長 

相川雅美副支部長 原初典支部長 赤石同窓会長のご挨拶 

高山房之会計監査 岡本副支部長と鈴木会計監査 

《 

新 

任 

役 

員 

の 

紹 

介 

》 
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30
周
年
記
念
行
事
の
企
画
委

員
長
に
推
薦
さ
れ
、
会
員
の

皆
様
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
様
な
企
画
を
、
30
周

年
企
画
検
討
委
員
会
の
12
名

の
メ
ン
バ
ー
と
検
討
い
た
し

ま
し
た
。 

以
下
に
報
告
し
ま
す
。 

   

(一)
30
周
年
記
念
誌
の
発
行 

30
周
年
記
念
誌
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
広
報
部
会
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
関
東
支

部
発
足
の
経
緯
や
尽
力
さ
れ

た
方
々
の
苦
労
話
・
歴
代
支

部
長
と
の
談
話
等
、
取
材
に

尽
力
し
て
頂
き
、
読
み
応
え

の
あ
る
記
念
誌
と
な
り
ま
し

た
。 

(二)
記
念
講
演
会
の
開
催 

講
演
会
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
「
佐
塚
元
章
氏
」
。 

佐
塚
氏
は
、
静
岡
出
身
、
静
商

野
球
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
造

詣
も
深
く
関
東
支
部
の
懇
親

会
に
も
出
席
頂
い
て
お
り
ま

す
。 

演
目
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
等
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
延
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

演
目
内
容
は
再
検
討
致
し
ま

す
。 

(三)
支
部
貢
献
者
へ
の
表
彰 

①
関
東
支
部
躍
進
に
貢
献
し

た
会
員
の
感
謝
。 

・
関
東
支
部
に
貢
献
し
て
頂 

い
た
会
員
の
方
々
へ
感
謝 

状
・
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ 

て
頂
き
ま
す
。 

・
対
象
者
は
関
東
支
部
創
立 

時
よ
り
現
在
に
至
る
期
間 

の
90
％
以
上
に
年
会
費 

を
納
入
し
て
頂
い
た
会
員 

の
方
に
対
し
「
感
謝
」
の
意 

に
置
き
換
え
て
表
彰
す
る 

も
の
と
し
ま
す
。 

②
懇
親
会
に
て
応
援
団
と
し

て
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
頂
い
た
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
と

安
江
氏
（
同
窓
会
本
部
・
Ｓ
40

年
卒
）
に
感
謝
の
意
を
表
し

記
念
品
を
贈
呈
致
し
ま
す
。 

(四)
30
周
年
冠
イ
ベ
ン
ト 

各
部
会
・
同
好
会
に
て
冠
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
同
窓
会
参

加
者
の
増
員
を
図
っ
て
頂
き

そ
の
費
用
に
一
部
を
支
援
し

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
し
て

行
く
事
を
目
的
と
し
ま
す
。 

     

以 
         

                

私
は
、
平
成
25
年
７
月
の

定
期
総
会
に
て
第
四
代
の
支

部
長
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、

三
期
六
年
間
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
昨
、
令
和
元
年

度
の
定
期
総
会
に
お
い
て
任

期
満
了
退
任
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
会
の
運
営

に
当
た
り
ま
し
て
は
、「
会
員

一
人
ひ
と
り
の
絆
を
大
切
に
、

更
に
そ
の
輪
を
広
げ
て
行
こ

う
」
を
キ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
、
会
員
皆
様
方
か
ら
喜

ん
で
頂
け
る
運
営
作
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、 

(一)
「
総
会
・
懇
親
会
に
お
い

て
は
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

魅
力
あ
る
施
策
・
行
事
作
り

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特

に
、
平
成
27
年
７
月
11
日
に

開
催
し
ま
し
た
創
立
25
周
年

の
総
会
で
は
、
歴
代
支
部
長
・

同
窓
会
会
長
・
母
校
副
校
長

に
よ
る
鏡
割
り
を
行
っ
た
ほ

か
、
広
報
部
会
が
総
力
を
挙

げ
て
作
成
し
た
25
周
年
記
念

D
V
D
お
よ
び
昭
和
27
年

卒
の
望
月
健
三
郎
氏
の
和
紙

に
よ
る
手
芸
品
（
力
強
い
静

商
だ
こ
・
可
愛
い
ぽ
っ
く
り

等
）
を
総
会
出
席
者
全
員
に

配
布
し
、
参
加
者
の
方
々
か

ら
大
好
評
を
頂
い
た
」。 

(二)
「
機
関
紙
の
継
続
発
行
」
、 

(三)
「
同
好
会
の
拡
充
（
美
の

観
賞
会
・
女
子
会
の
発
足
）
と

活
動
活
発
化
」
、 

(四)
「
日
銀
の
貨
幣
博
物
館
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
相
模
原
キ
ャ
ン

パ
ス
等
特
別
企
画
展
の
開
催
」

な
ど
幾
多
の
誇
り
得
る
も
の

が
有
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

多
数
の
会
員
の
皆
様
方
の
熱

い
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
加
え
て
、

常
任
幹
事
、
年
度
幹
事
、
総
会

運
営
役
員
、
そ
し
て
、
同
好
会

役
員
の
方
々
の
献
身
的
な
活

動
に
支
え
ら
れ
た
結
果
で
あ

り
ま
す
。
改
め
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。 新

し
い
元
号
の
下
、
新
た

に
第
五
代
支
部
長
と
し
て
原

初
典
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
会
員

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を

頂
き
、
関
東
支
部
が
益
々
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し

て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

 

第
四
代
支
部
長 

吉
澤
英
夫 

         

静商同窓会関東支部

30 周年記念行事について

３０周年企画検討委員長  
内田 晃（Ｓ49 年卒） 

30
周
年
記
念
行
事
内
容 

 

新
型
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
に
伴
う

30
周
年
企
画
の
取
扱
い

令
和
二
年
度
関
東
支
部
定
期

総
会
・
懇
親
会
が
中
止
の
た

め
、
「
記
念
講
演
会
」
「
支
部

貢
献
者
へ
の
表
彰
」
「
30
周
年

冠
イ
ベ
ン
ト
」
は
令
和
三
年

度
の
定
期
総
会
・
懇
親
会
に

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

・
な
お
、
30
周
年
記
念
誌
の
発

行
（
送
付
）
は
本
年
度
に
実
施

し
ま
す
。 

  

支
部
長
退
任
の
挨
拶 

 

↑記念品(今治タオル)のデザイン
感謝状イメージ→

名称未設定-2   2 2020/05/15   20:33
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Ｓ
54
年
卒
矢
部
正
志
さ
ん
は
、

陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
音
楽
隊

で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演
奏
し
て

い
ま
す
。 

 

令
和
の
天
皇
陛
下
の
即
位
に
伴

う
パ
レ
ー
ド
「
祝
賀
御
列
の
儀
」

で
、
平
成
の
即
位
パ
レ
ー
ド
に

引
続
き
、
再
び
演
奏
す
る
と
い

う
素
晴
ら
し
い
貴
重
な
経
験
を

さ
れ
ま
し
た
。 

 

矢
部
さ
ん
は
１
９
７
９
年
入
隊
。

１
９
９
０
年
の
平
成
の
即
位
パ

レ
ー
ド
の
ほ
か
、
１
９
８
９
年

の
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
や
１

９
９
３
年
の
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
の
結
婚
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
皇

室
の
記
念
行
事
の
多
く
に
参
加

し
て
き
た
そ
う
で
す
。 

定
年
ま
で
１
年
余
り
と
な
っ
た

今
回
は
、
前
回
の
即
位
パ
レ
ー

ド
と
同
じ
二
重
橋
前
交
差
点
で

演
奏
し
ま
し
た
。 

 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
矢
部
さ

ん
は
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。

心
か
ら
お
祝
い
の
気
持
ち
を
込

め
て
演
奏
し
た
」
と
当
時
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。 

 

10
月
24
日
（
木
）
JR
横
浜
線
淵

野
辺
駅
に
集
合
し
た
14
名
は
、

タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
。

受
付
に
て
見
学
ワ
ッ
ペ
ン
を
貰

い
約
60
分
の
見
学
ツ
ア
ー
開

始
で
す
。 

 

見
る
か
ら
に
ベ
テ
ラ
ン
の
並

木
説
明
員
の
後
ろ
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
宇
宙
科
学
探
査
交
流
棟

か
ら
ツ
ア
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

 

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
に
始
ま

る
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
の
歴
史
か
ら
、

来
年
12
月
に
地
球
に
帰
還
予

定
の
は
や
ぶ
さ
２
号
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
使
わ
れ
て
い
る
部
材
等

の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
日
本

の
素
材
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に

感
嘆
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
特
別
に
宇
宙
探
査
実

験
棟
（
実
際
の
月
面
を
模
倣
し

た
ス
タ
ジ
オ
）
ま
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
月
面
探
査
機
が
月
面

の
障
害
物
を
避
け
て
探
査
出
来

る
か
実
験
す
る
設
備
を
見
ま
し

た
。 

 

そ
の
他
、
大
変
興
味
深
い
映

像
も
満
載
で
日
本
の
宇
宙
科
学

に
お
け
る
進
歩
と
情
熱
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

見
学
ツ
ア
ー
終
了
後
は
、
お

隣
の
相
模
原
市
立
博
物
館
に
移

動
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
て
、

目
の
覚
め
る
よ
う
な
相
模
原
上

空
パ
ノ
ラ
マ
の
星
空
と
星
座
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
最
後
は
「
焼
津
魚
蔵
」

に
て
、
お
楽
し
み
の
懇
親
会
。 

こ
の
お
店
は
Ｓ
39
年
卒
青

柳
さ
ん
が
偶
然
発
見
し
た
お
店

で
、
Ｈ
７
年
卒
の
真
田
美
穂
さ

ん
（
旧
姓
山
口
）
が
ご
主
人
と

経
営
し
て
い
る
静
岡
料
理
と
地

酒
の
専
門
店
で
、
食
材
の
魚
や

黒
は
ん
ぺ
ん
は
焼
津
港
か
ら
直

接
仕
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

当
日
は
貸
し
切
り
で
、
楽
し
い

会
話
と
美
味
し
い
静
岡
の
味
を

堪
能
し
、
小
田
急
相
模
原
駅
か

ら
ほ
ろ
よ
い
気
分
で
そ
れ
ぞ
れ

帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
Ｓ
30
年
代
卒
か
ら

Ｓ
50
年
代
卒
ま
で
世
代
を
超

え
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

約
半
日
の
長
丁
場
な
が
ら
懇
親

が
深
ま
る
本
当
に
楽
し
い
ツ
ア

ー
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様

が
楽
し
ん
で
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

企
画
部
会
長 

 

Ｓ
51
年
卒 

萩
原
克
則 

令
和
元
年
12
月
14
日(

土)

、

恒
例
Ｓ
Ｃ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の

カ
ラ
オ
ケ
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
、

25
名
の
歌
声
が
シ
ー
ボ
ニ
ア

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。 

 

今
回
も
プ
ロ
歌
手
の
Ｓ
51

年
卒
川
守
宏
さ
ん
を
審
査
員
に

迎
え
、
自
慢
の
喉
を
披
露
！ 

個
人
の
総
合
点
で
チ
ー
ム
戦
も

あ
り
、
楽
し
い
の
が
一
番
と
言

い
な
が
ら
闘
志
を
燃
や
す
面
々

は
、
流
石
の
静
商
魂
を
感
じ
ま

し
た
。 

 

川
守
さ
ん
と
同
期
の
４
名
の

初
参
加
が
あ
り
、
萩
原
さ
ん
が

初
優
勝
！ 

同
期
の
忖
度
な
し
に
見
事
な
歌

唱
で
し
た
。
ウ
ク
レ
レ
演
奏
も

魅
せ
て
下
さ
り
大
活
躍
で
し
た
。 

 

令
和
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
で
ウ
ィ
ル

ス
と
の
闘
い
の
年
に
な
り
そ
う

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
闘
う
姿

勢
が
未
来
を
変
え
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。 

カ
ラ
オ
ケ
忘
年
会
は
12
月

12
日(

土)

関
東
支
部 

30
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る

予
定
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
に
打
ち

勝
ち
、
笑
顔
で
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

       

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
長 

Ｓ
48
年
卒 

齋
藤
ま
り
子 

特
別
企
画 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
見
学
会 

 
「令和の幸福を祈念」 

即位パレードで２度目の演奏 
 
陸自の矢部正志さん（S５４卒） 

1990 年平成の即位パレードでの演奏 2019年令和即位パレードでの天皇・皇后両陛下 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

恒
例
カ
ラ
オ
ケ
忘
年
会 

カ
ラ
オ
ケ
上
位
入
賞
常
連
だ
っ
た 

Ｓ
38
年
卒 

山
本
文
雄
さ
ん
が
、 

昨
年
3
月
13
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

い
つ
も
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
感
謝
。 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

平成最後のカラオケで 

優勝した、在りし日の 

山本さん 
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Ｓ
Ｃ
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
こ
の

一
年
（
令
和
元
年
５
月
～
令
和

２
年
４
月
）
は
、
誠
に
残
念
な

結
果
に
終
始
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 ま

ず
６
月
（
夏
の
コ
ン
ペ
）

は
原
支
部
長
の
ご
尽
力
で
、
中

津
川
Ｃ
Ｃ
に
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
こ
の
日
か
ら
梅
雨
入
り
宣

言
と
な
り
、
午
後
か
ら
は
大
雨

の
た
め
午
前
中
の
み
の
変
則
コ

ン
ペ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 秋

の
房
総
Ｃ
Ｃ
の
コ
ン
ペ
も

台
風
19
号
の
直
撃
予
報
を
受

け
、
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

夏
の
レ
ッ
ス
ン
会
は
予
定
通

り
8
月
24
日
（
土
）
、
調
布

ゴ
ル
フ
練
習
場
に
て
猛
烈
な
残

暑
の
中
６
人
が
集
ま
り
、
楽
し

い
練
習
と
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を

ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
実
施
し
ま
し

た
。 

 

恒
例
の
新
年
会
を
令
和
２
年

1
月
25
日
（
土
）
シ
ー
ボ
ニ

ア
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
。 

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、 

一
年
間
の
コ
ン
ペ
予
定
を
決
定

し
、
今
年
こ
そ
と
思
っ
た
、
矢

先
、
皆
様
ご
承
知
の
通
り
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
蔓

延
で
、
健
康
第
一
を
考
え
、
止

む
無
く
4
月
3
日
川
越
Ｃ
Ｃ

で
の
春
の
コ
ン
ペ
を
中
止
し
ま

し
た
。 

 

そ
れ
で
も
笑
顔
で
元
気
に 

開
催
で
き
る
日
を
待
ち
ま
す
。 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会
長 

Ｓ
38
年
卒 

後
藤
忠
昭 

 
              

 

５
年
目
を
迎
え
た
Ｓ
Ｃ
あ
じ

さ
い
も
令
和
と
共
に
新
し
い
時

代
に
移
り
、
新
た
な
参
加
者
も

増
え
益
々
親
し
み
の
あ
る
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
気
楽
な
雑

談
で
笑
い
を
興
じ
る
毎
回
の
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
は
さ
さ
や
か
な
心

の
栄
養
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
何

よ
り
の
喜
び
で
す
。 

今
年
度
は
折
し
も
日
本
の
歴

史
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
も

恵
ま
れ
前
半
は
実
り
あ
る
女
子

会
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
事

で
し
た
が
後
半
は
世
界
的
に
長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
と
の
戦
い
で
外
出
も
自

粛
の
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
終
息
を
祈

り
再
び
賑
や
か
に
集
え
る
日
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。 

 
６
月
21
日
12
名
が
横
浜
の

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
日
清
食
品
）
を
訪
れ
昭
和

の
産
物
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
手

作
り
を
体
験
。
今
や
世
界
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
非
常
食
と
し

て
も
進
化
し
続
け
る
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
の
偉
大
な
発
明
に
触
れ

ま
し
た
。 

 

9
月
13
日
13
名
が
、
お
洒

落
な
ス
ペ
イ
ン
料
理
を
満
喫
し

た
後
、
国
宝
と
な
っ
た
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
を
参
観
。
歴
史
的
な

外
交
活
動
の
華
や
か
な
舞
台
に

感
激
。
非
日
常
の
煌
び
や
か
な

世
界
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

11
月
28
日
15
名
が 

東
京

都
庁
舎
32
階
の
職
員
食
堂
で

お
手
頃
価
格
が
魅
力
の
ラ
ン
チ

定
食
を
味
わ
い
、
地
上
２
０
２

メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
か
ら
東
京

の
街
を
一
望
。
小
雨
の
空
が
残

念
で
し
た
が
、
お
陰
で
帰
り
に

は
人
出
が
減
っ
た
大
嘗
宮
を
参

観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
か
ら
続
く
一
世
一
代

の
歴
史
的
な
儀
式
に
造
営
さ
れ

た
日
本
の
美
の
光
景
を
目
に
焼

き
付
け
ま
し
た
。 

 

今
年
、
2
月
22
日
は
、
ミ
ス

テ
リ
ー
わ
く
わ
く
観
戦
で
14

名
が
熱
い
応
援
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
延
期
と
苦
渋

の
決
断
。
未
だ
長
い
ト
ン
ネ
ル

か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
が
、
光

の
先
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い
会
長 

Ｓ
43
年
卒 

岡
本
朗
子 

令
和
元
年
6
月
か
ら
令
和

2
年
4
月
ま
で
の
テ
ニ
ス
同

好
会
は
8
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
天
（
9
月
18
日
）
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
拡
大
防
止
に
よ
る
（
3
月

18
日
）
の
2
回
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。 

参
加
者
延
人
数
は
体
調
不
良

や
ご
家
庭
の
状
況
で
の
参
加
が

困
難
な
会
員
等
が
あ
り
、
昨
年

よ
り
減
少
し
ま
し
た
。 

今
年
か
ら
51
年
卒
の
萩
原

克
則
さ
ん
が
加
入
さ
れ
会
員
は

14
名
と
な
り
ま
し
た
。 

毎
月
第
３
水
曜
日
に
都
立
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
毎
回
試
合
も
楽

し
く
行
い
腕
を
磨
い
て
お
り
ま

す
。 

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
良

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
の
健

康
維
持
、
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

テ
ニ
ス
を
始
め
て
見
よ
う
と

思
う
人
や
以
前
プ
レ
イ
し
て
い

た
人
の
ご
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

  

テ
ニ
ス
同
好
会
長 

 

Ｓ
38
年
卒 

梶
山
恭
一 

女
子
同
好
会 

Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 

都
立
公
園
で
プ
レ
イ 

 

■令和２（2020）年のイベント■ 

 ◆総会＆新年会 1 月 25 日（土）シーボニア 

 ◆第 68 回（春）4 月 3 日（金）川越 CC 中止 

 ◆第 69 回（夏）6 月 2 日（火）中津川CC 中止  

 ◆練習会（東宝調布ゴルフ練習場）予定 

 ◆第 70 回（秋）10 月 10･11 日（土･日）予定 

  関東支部３０周年冠大会として実施予定 

 

 
ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

ハーフ優勝 

49 年卒根岸巌さん 
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Ｓ
Ｃ
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
こ
の

一
年
（
令
和
元
年
５
月
～
令
和

２
年
４
月
）
は
、
誠
に
残
念
な

結
果
に
終
始
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 ま

ず
６
月
（
夏
の
コ
ン
ペ
）

は
原
支
部
長
の
ご
尽
力
で
、
中

津
川
Ｃ
Ｃ
に
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
こ
の
日
か
ら
梅
雨
入
り
宣

言
と
な
り
、
午
後
か
ら
は
大
雨

の
た
め
午
前
中
の
み
の
変
則
コ

ン
ペ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 秋

の
房
総
Ｃ
Ｃ
の
コ
ン
ペ
も

台
風
19
号
の
直
撃
予
報
を
受

け
、
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

夏
の
レ
ッ
ス
ン
会
は
予
定
通

り
8
月
24
日
（
土
）
、
調
布

ゴ
ル
フ
練
習
場
に
て
猛
烈
な
残

暑
の
中
６
人
が
集
ま
り
、
楽
し

い
練
習
と
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を

ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド
実
施
し
ま
し

た
。 

 

恒
例
の
新
年
会
を
令
和
２
年

1
月
25
日
（
土
）
シ
ー
ボ
ニ

ア
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
。 

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、 

一
年
間
の
コ
ン
ペ
予
定
を
決
定

し
、
今
年
こ
そ
と
思
っ
た
、
矢

先
、
皆
様
ご
承
知
の
通
り
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
蔓

延
で
、
健
康
第
一
を
考
え
、
止

む
無
く
4
月
3
日
川
越
Ｃ
Ｃ

で
の
春
の
コ
ン
ペ
を
中
止
し
ま

し
た
。 

 

そ
れ
で
も
笑
顔
で
元
気
に 

開
催
で
き
る
日
を
待
ち
ま
す
。 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会
長 

Ｓ
38
年
卒 

後
藤
忠
昭 

 
              

 

５
年
目
を
迎
え
た
Ｓ
Ｃ
あ
じ

さ
い
も
令
和
と
共
に
新
し
い
時

代
に
移
り
、
新
た
な
参
加
者
も

増
え
益
々
親
し
み
の
あ
る
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
気
楽
な
雑

談
で
笑
い
を
興
じ
る
毎
回
の
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
は
さ
さ
や
か
な
心

の
栄
養
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
何

よ
り
の
喜
び
で
す
。 

今
年
度
は
折
し
も
日
本
の
歴

史
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
も

恵
ま
れ
前
半
は
実
り
あ
る
女
子

会
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
事

で
し
た
が
後
半
は
世
界
的
に
長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
と
の
戦
い
で
外
出
も
自

粛
の
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
一
日
も
早
い
終
息
を
祈

り
再
び
賑
や
か
に
集
え
る
日
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。 

 

６
月
21
日
12
名
が
横
浜
の

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
日
清
食
品
）
を
訪
れ
昭
和

の
産
物
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
の
手

作
り
を
体
験
。
今
や
世
界
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
非
常
食
と
し

て
も
進
化
し
続
け
る
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
の
偉
大
な
発
明
に
触
れ

ま
し
た
。 

 

9
月
13
日
13
名
が
、
お
洒

落
な
ス
ペ
イ
ン
料
理
を
満
喫
し

た
後
、
国
宝
と
な
っ
た
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
を
参
観
。
歴
史
的
な

外
交
活
動
の
華
や
か
な
舞
台
に

感
激
。
非
日
常
の
煌
び
や
か
な

世
界
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

11
月
28
日
15
名
が 

東
京

都
庁
舎
32
階
の
職
員
食
堂
で

お
手
頃
価
格
が
魅
力
の
ラ
ン
チ

定
食
を
味
わ
い
、
地
上
２
０
２

メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
か
ら
東
京

の
街
を
一
望
。
小
雨
の
空
が
残

念
で
し
た
が
、
お
陰
で
帰
り
に

は
人
出
が
減
っ
た
大
嘗
宮
を
参

観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
安
時
代
か
ら
続
く
一
世
一
代

の
歴
史
的
な
儀
式
に
造
営
さ
れ

た
日
本
の
美
の
光
景
を
目
に
焼

き
付
け
ま
し
た
。 

 

今
年
、
2
月
22
日
は
、
ミ
ス

テ
リ
ー
わ
く
わ
く
観
戦
で
14

名
が
熱
い
応
援
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
延
期
と
苦
渋

の
決
断
。
未
だ
長
い
ト
ン
ネ
ル

か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
が
、
光

の
先
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い
会
長 

Ｓ
43
年
卒 

岡
本
朗
子 

令
和
元
年
6
月
か
ら
令
和

2
年
4
月
ま
で
の
テ
ニ
ス
同

好
会
は
8
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
天
（
9
月
18
日
）
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
拡
大
防
止
に
よ
る
（
3
月

18
日
）
の
2
回
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。 

参
加
者
延
人
数
は
体
調
不
良

や
ご
家
庭
の
状
況
で
の
参
加
が

困
難
な
会
員
等
が
あ
り
、
昨
年

よ
り
減
少
し
ま
し
た
。 

今
年
か
ら
51
年
卒
の
萩
原

克
則
さ
ん
が
加
入
さ
れ
会
員
は

14
名
と
な
り
ま
し
た
。 

毎
月
第
３
水
曜
日
に
都
立
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
毎
回
試
合
も
楽

し
く
行
い
腕
を
磨
い
て
お
り
ま

す
。 

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
良

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
の
健

康
維
持
、
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

テ
ニ
ス
を
始
め
て
見
よ
う
と

思
う
人
や
以
前
プ
レ
イ
し
て
い

た
人
の
ご
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

  

テ
ニ
ス
同
好
会
長 

 

Ｓ
38
年
卒 

梶
山
恭
一 

女
子
同
好
会 

Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 

都
立
公
園
で
プ
レ
イ 

 

■令和２（2020）年のイベント■ 

 ◆総会＆新年会 1 月 25 日（土）シーボニア 

 ◆第 68 回（春）4 月 3 日（金）川越 CC 中止 

 ◆第 69 回（夏）6 月 2 日（火）中津川CC 中止  

 ◆練習会（東宝調布ゴルフ練習場）予定 

 ◆第 70 回（秋）10 月 10･11 日（土･日）予定 

  関東支部３０周年冠大会として実施予定 

 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

ハーフ優勝 

49 年卒根岸巌さん 
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令
和
元
年
の
関
東
支
部
総
会

を
前
に
こ
れ
ま
で
10
余
年
続

け
て
き
た
「
グ
ル
メ
同
好
会
」

を
諸
事
情
に
よ
り
発
展
解
消
し

た
。 

 
 

酒
・
焼
酎
・
ワ
イ
ン
等
旨
い

酒
や
旨
い
肴
を
提
供
す
る
隠
れ

た
名
店
を
探
し
出
し 

酒
を
こ

よ
な
く
愛
す
静
商
同
窓
生
が
先

輩
後
輩
同
輩
と
年
代
を
超
え
て

共
に
至
福
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
名
称
も
新

た
に
「
旨
い
酒
！
旨
い
肴
！
を

愉
し
む
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。 

そ
の
第
一
回
を
令
和
元
年

9
月
28
日
、
今

大
人
気
の
下
町

風
情
豊
か
な
谷

根
千(

谷
中
・
根

津
・
千
駄
木
）
界

隈
の
「
千
駄
木
・

稲
毛
屋
」
で
14

名
の
参
加
者
に
て
開
催
し
た
。 

 

静
岡
の
銘
酒
「
志
太
泉
」
の

至
福
の
旨
さ
に
酔
い
し
れ
、
極

上
鰻
か
ば
焼
き
で
疲
れ
気
味
な

身
体
に
精
を
つ
け
大
い
に
盛
り

上
り
ま
し
た
。 

第
二
回
を
も
つ
煮
込
み
の
店

で
開
催
す
べ
く
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
私
的
な
事
情
で
延
期

と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
年
明
け

早
々
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
騒
動
が

始
ま
り
次
回
開
催
日
が
未
定
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

次
回
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
直
ぐ
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

女
性
大
歓
迎
で
す
。 

会
長 

Ｓ
38
年
卒 

杉
本
博
行 

秋
の
例
会
は

10

月

26

日

（
土
）
に
参
加
者

15
名
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
築
地
、
佃

島
、
石
川
島
、
月
島
で
す
。
海

野
顧
問
か
ら
静
商
同
窓
会
関
東

支
部
の
旗
揚
げ
は
佃
島
で
行
わ

れ
た
こ
と
を
聞
き
、
旗
揚
げ
さ

れ
た
場
所
を
訪
ね
る
の
も
新
た

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
。 晴

海
通
り
を
南
下
し
て
銀

座
、
東
銀
座
を
経
由
し
築
地
本

願
寺
へ
。
観
光
の
外
国
人
も
多

数
訪
れ
て
い
て
国
際
色
豊
か
で

す
。 次

の
築
地
場
外
市
場
は
本
場

が
豊
洲
に
移
転
さ
れ
た
後
ど
う

変
わ
っ
た
か
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
外
国
人
が
増
え
て
観
光
化

し
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
晴

海
通
り
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と

勝
鬨
橋
と
な
り
ま
す
。
か
つ
て

は
船
を
通
す
た
め
の
跳
ね
橋
と

し
て
有
名
で
し
た
が
今
は
開
か

ず
の
橋
と
な
り
ま
し
た
。
橋
の

中
央
ま
で
歩
き
、
か
つ
て
開
閉

し
た
部
分
を
見
学
し
ま
し
た
。 

隅
田
川
右
岸
へ
戻
り
川
沿
い
に

造
ら
れ
た
テ
ラ
ス
を
佃
大
橋
に

向
か
っ
て
遡
り
ま
す
。
水
上
バ

ス
が
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
ま

す
。 佃

大
橋
を
渡
る
と
佃
島
で

す
。
橋
が
で
き
る
ま
で
は
渡
し

船
で
結
ば
れ
て
い
て
渡
し
の
跡

が
両
岸
に
残
っ
て
い
ま
す
。
関

東
支
部
の
ル
ー
ツ
探
し
で
す
が

渡
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
見
つ

け
建
物
前
で
記
念
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
関
東
支
部
立
上
げ
の

準
備
を
初
代
支
部
長
の
故
湯
本

氏
を
中
心
と
し
て
熱
く
語
ら
い

な
が
ら
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
日
総
会
で
語
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
も
諸
先
輩
の
お
か
げ
で

す
。 佃

島
で
は
天
台
地
蔵
、
住
吉

神
社
に
参
拝
し
近
代
造
船
所
発

祥
の
石
川
島
へ
移
動
し
ま
す
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
ち
並
ぶ

石
川
島
の
大
き
な
公
園
を
回

り
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
を
満
喫
し

て
月
島
へ
向
か
い
ま
す
。
か
つ

て
島
は
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
が
今
で
は
埋
め
立
て
で
一

体
化
し
て
お
り
陸
続
き
で
す
。 

地
下
鉄
月
島
駅
で
解
散
し
希

望
者
で
「
月
島
の
も
ん
じ
ゃ
ス

ト
リ
ー
ト
」
に
て
、
歩
行
距
離

６
．
６
キ
ロ
を
酒
の
肴
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

 

歩
く
会
会
長 

 

Ｓ
41
年
卒 

松
本 

豊 
 

三
渓
園
を
造
っ
た
原
三
渓
の

伝
説
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
、

参
加
者
８
人
で
鑑
賞
後
、
近
く

の
居
酒
屋
で
感
想
会
を
開
き
ま

し
た
。
当
日
、
横
浜
美
術
館
内

に
入
り
各
々
自
由
に
作
品
を
鑑

賞
し
た
。
原
三
渓
（
１
８
６
８

～
１
９
３
９
）
は
、
生
糸
の
貿

易
で
巨
万
の
富
を
築
き
、
そ
の

財
で
美
術
品
を
蒐
集
し
た
。
美

術
品
は
公
共
財
で
あ
り
、
皆
が

自
由
に
見
て
楽
し
む
も
の
で
あ

る
と
い
う
精
神
で
、
集
め
た
も

の
を
公
開
し
た
。 

感
銘
を
受
け
た
作
品
は
原
三

渓
自
身
の
書
と
画
で
あ
る
。
特

に
書
は
端
正
で
、
力
強
く
、
か

つ
優
美
で
、
彼
の
芸
術
全
般
に

対
す
る
力
量
が
感
じ
ら
れ
、
そ

の
鑑
賞
眼
に
よ
り
優
品
が
蒐

集
さ
れ
た
。 

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

宮
本
武
蔵
作
の
「
布
袋
見
闘
鶏

図
」
と
最
澄
の
書
「
久
隔
帖
」

で
あ
る
。
武
蔵
の
画
は
自
画
像

と
枯
木
鳴
鵙
図
が
有
名
で
あ
る

が
、
布
袋
見
闘
鶏
図
も
布
袋
が

闘
鶏
を
見
る
目
と
衣
が
墨
の
濃

淡
で
見
事
に
描
か
れ
素
晴
ら
し

い
。
最
澄
の
書
は
空
海
の
書
の

よ
う
な
煌
び
や
か
さ
は
な
い
が
、

素
朴
な
味
わ
い
が
あ
り
、
誠
実

な
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

多
く
の
傑
作
が
鑑
賞
で
き
有
意

義
な
一
日
で
あ
っ
た
。 

美
の
観
賞
会
会
長 

Ｓ
35
年
卒 

秋
山
卓
男 

２
月
22
日(

土)

毎
年
恒
例

と
な
っ
た
母
校
硬
式
野
球
部
高

田
監
督
を
支
部
に
お
招
き
し
て
、

田
邊
氏(

Ｓ
40
年
卒)

の
経
営

す
る
シ
ー
ボ
ニ
ア
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
「
監
督
を
囲
む
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

静
岡
か
ら
も
望
月
ネ
ッ
ト
会

会
長
・
木
村
副
会
長
・
会
員
の

八
十
濱
氏
の
３
名
が
出
席
し
、

関
東
支
部
か
ら
は
19
名
が
出

席
し
て
総
勢
23
名
。 

 

高
田
監
督
か
ら
は
2
番
手

投
手
に
力
を
付
け
さ
せ
、
攻
撃

陣
の
強
化
を
図
り
頂
点
を
目
指

す
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。 

長
谷
川
ネ
ッ
ト
会
名
誉
会
長

か
ら
は
27
日
発
売
予
定
の
静

岡
高
校
野
球
の
静
商
大
特
集
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
話
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
田(

琢)

投
手
へ
の
期
待
も
高
く
、
鷲
野

氏(

Ｓ
36
年
卒)

か
ら
昨
年
の

最
終
試
合
、
早
稲
田
大
学
戦
で

の
素
晴
ら
し
い
投
球
に
、
絶
賛

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
お
決
ま
り
の
校
歌
斉

唱
で
す
が
、
今
回
は
高
田
監
督

の
母
校
・
静
高
の
校
歌
も
飛
び

出
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
最

後
は
鈴
木
一
晴
氏(

Ｓ

38

年

卒)

に
よ
り
静
商
・
静
高
両
方
に

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、「
監
督
を
囲

む
会
」
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
で
緊

急
事
態
宣
言
が
5
月
31
日
ま

で
延
長
に
な
り
、
県
立
高
校
も

休
校
、
春
の
選
抜
大
会
、
定
期

戦
、
練
習
試
合
等
、
す
べ
て
中

止
。
夏
の
大
会
も
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
、
球
児
は
自
主
練
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
年

生
に
と
っ
て
は
最
後
の
夏
、
明

る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
と
信

じ
て
前
に
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。 

 

応
援
部
会
長 

 
 
 

Ｓ
48
年
卒 

渡
部
広
志 

「
旨
い
酒
！
旨
い
肴
！ 

を
愉
し
む
会
」 

 
 

 
 

 

歩
く
会
報
告 

令
和
元
年
秋
の
例
会 

美
の
観
賞
会 

横
浜
美
術
館 

特
別
企
画 

高
田
監
督
を
囲
む
会 

原三渓造園の三渓園風景 
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７
月
７
日

令
和
元
年

静
商
同
窓

会
関
東
支

部
の
総
会
・

懇
親
会
の

お
役
目
が

終
わ
り
約

１
カ
月
、
懇

親
会
の
中

締
め
を
や

っ
て
く
れ

た
網
中
君

か
ら
メ
ー

ル
が
来
た
。 

『
月
が
明

け
た
２
日

金
曜
日
に

赤
坂
あ
た

り
で
暑
気

払
い
で
も

し
ま
せ
ん

か
』 勿

論

Ｏ

Ｋ
、
因
み
に

そ
の
日
は

誕
生
日
だ

か
ら
よ
ろ

し
く
と
冗

談
め
か
し
て
返
信
。
彼
は
総

会
で
指
揮
を
し
て
く
れ
た
松

原
君
も
誘
う
と
の
事
。 

 

そ
し
て
当
日
待
ち
合
わ
せ

の
赤
坂
見
附
駅
に
行
く
と
２

名
は
既
に
待
っ
て
お
り
、
駅

か
ら
３
人
で
ブ
ラ
ブ
ラ
と
歩

き
網
中
君
が
予
約
し
た
店
に

入
る
と
・
・
・ 

何
と
そ
こ
に
は
今
回
私
が
招

集
し
て
総
会
運
営
役
員
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
い
た
。 

感
激
だ
っ
た
。 

 

今
年
１
月
支
部
幹
部
役
員

か
ら
運
営
役
員
代
表
に
任
命

さ
れ
た
時
は
た
っ
た
ひ
と
り

だ
っ
た
。
と
に
か
く
１
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
集
め
て
下

さ
い
と
同
級
生
関
東
在
住
者

名
簿
を
渡
さ
れ
た
。 

そ
の
名
簿
に
載
っ
て
い
る

名
前
は
殆
ど
見
知
ら
ぬ
同
級

生
。
協
力
要
請
の
手
紙
と
電

話
で
連
絡
を
し
て
、
や
っ
と

出
来
た
仲
間
だ
。 

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
私
に
内
緒

で
連
絡
を
取
り
合
い
企
画
し

た
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
。

こ
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
誕
生

日
は
初
め
て
だ
。 

 

還
暦
を
過
ぎ
て
の
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
。
も

う
一
度
青
春
時
代
に
帰
っ
た

よ
う
な
気
分
だ
。
み
ん
な
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
高

校
生
の
時
の
よ
う
に
、
無
邪

気
に
も
っ
と
も
っ
と
人
生
を

楽
し
も
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｓ
51
年
卒 

萩
原 

克
則 

 

 

笑
顔
集
ま
れ
・
飛
翔
会 

 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
関
東

在
住
同
期
忘
年
会
に
今
年
は

15
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
自

身
の
体
調
不
良
や
家
族
の
容

態
な
ど
で
涙
を
の
ん
で
出
席

を
断
念
し
て
い
た
久
々
の

顔
々
が
あ
り
嬉
し
い
こ
と
で

し
た
。 

若
者
た
ち
で
賑
わ
う
東
京

ド
ー
ム
ミ
ー
ツ
ポ
ー
ト
店

『
す
る
り
』
で
創
作
和
食
ラ

ン
チ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
人

間
味
が
増
し
た
か
つ
て
の
テ

ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
達
と
つ

か
の
間
の
交
歓
。
い
つ
も
の

近
況
報
告
か
ら
健
康
談
義

等
々
、
「
あ
の
人
は
今
！
」

懐
か
し
さ
が
こ
み
上
が
る
。

旧
友
達
と
の
語
ら
い
は
忘
れ

か
け
て
い
た
昔
を
思
い
出
し

認
知
予
防
に
な
り
そ
う
。  

山
口
君
は
健
康
維
持
か
ら

始
め
た
登
山
で
百
名
山
制
覇

し
た
と
記
念
横
断
幕
を
披
露
。

皆
の
喝
采
と
記
念
写
真
に
ご

満
悦
。
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
も

楽
し
く
目
標
を
も
っ
て
生
き

る
っ
て
素
晴
ら
し
い
！ 

 
 
 
 

人
生
１
０
０
年
時
代
、
皆

も
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
ま
す
ね
。  

来
年
は
今
年
よ
り
も
っ
と

多
く
の
笑
顔
が
集
ま
り
ま
す

よ
う
！
！ 

元
気
を
も
ら
え
た
ひ
と
時

で
し
た
。  

Ｓ
43
年
卒 

 

岡
本 

朗
子 

ナ
ナ
ピ
ン
会
・
健
在
な
り 

 

昨
年
の
２
月
、
常
任
幹
事

だ
っ
た
山
梨
君
が
急
逝
し

て
、
45
年
卒
・
ナ
ナ
ピ
ン
会

の
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
に
な
っ

た
。 

し
か
し
、
硬
式
野
球
部
の
松

島
君
が
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受

け
て
く
れ
て
、
継
続
の
道
筋

が
で
き
た
。 

昨
年
の
９
月
に
静
岡
で
開

催
さ
れ
た
同
期
会
の
記
録
ビ

デ
オ
「
Ｓ
Ｃ
と
と
も
に
半
世

紀
」
を
き
っ
か
け
に
、
50
年

前
の
当
時
を
懐
か
し
む
メ
ン

バ
ー
が
声
を
掛
け
合
う
よ
う

に
な
っ
た
。 

「
集
ま
っ
て
飲
も
う
ぜ
」
と

い
う
話
に
は
な
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
騒
ぎ
が
徐
々
に
拡
大
し

つ
つ
あ
る
難
し
い
時
期
。 

や
る
な
ら
早
め
に
と
、
土
地

勘
の
あ
る
土
屋
君
が
浅
草
橋

の
「
び
ん
て
じ
」
を
探
し
出

し
て
く
れ
た
。 

青
葉
お
で
ん
街
出
身
の
お

母
さ
ん
か
ら
受
け
継
が
れ
た

本
物
の
静
岡
お
で
ん
が
楽
し

め
る
お
店
だ
。 

２
月
21
日
、
浅
草
橋
駅
に

集
合
し
た
７
人
（
内
３
人
は

50
年
振
り
）
は
、
マ
ス
ク
と

除
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
を
気
に
し
つ
つ
お

店
の
中
へ
。
乾
杯
が
終
わ
れ

ば
、
50
年
振
り
な
ど
忘
れ
て

昔
に
戻
り
、
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
三
密
状
態
で
、
中
身

の
濃
い
会
話
に
大
サ
ー
ビ
ス

の
お
で
ん
と
料
理
を
堪
能
し

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

第
二
期
黄
金
期
の
静
商
を

知
る
強
力
な
新
メ
ン
バ
ー
３

人
を
加
え
、
関
東
ナ
ナ
ピ
ン

会
は
、
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

Ｓ
45
年
卒 

大
石 

倫
義  
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《 

特
別
寄
稿 

》 

中
国
桂
林
に
遊
ぶ 

八
十
歳
を
目
前
に
元
気
な

う
ち
に
ど
こ
か
へ
行
く
か
と

話
が
出
て
、
中
国
桂
林
旅
行

が
決
ま
っ
た
。 

十
月
十
八
日
羽
田
か
ら
四

時
間
半
、
中
国
広
州
空
港
に

到
着
、
バ
ス
で
高
速
鉄
道
広

州
駅
に
向
か
う
。 

広
州
は
中
国
で
は
南
に
位

置
し
夏
の
暑
さ
で
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き
乱
れ
、

道
路
は
整
備
さ
れ
、
高
層
ビ

ル
が
立
ち
並
び
、
自
然
と
近

代
化
が
マ
ッ
チ
し
た
美
し
い

街
で
あ
る
。 

 

広
州
駅
は
広
大
で
フ
ロ
ア

ー
は
人
で
溢
れ
て
い
る
。
乗

客
が
多
い
割
に
は
発
車
す
る

列
車
が
少
な
く
待
ち
時
間
が

長
い
た
め
だ
ろ
う
。 

高
速
鉄
道
の
車
窓
か
ら
見

る
山
・
河
・
湖
・
湿
地
源
は
中

国
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
三

時
間
近
く
乗
り
桂
林
の
駅
に

到
着
し
た
の
は
夜
遅
く
、
羽

田
を
出
発
し
て
半
日
以
上
が

経
過
し
て
い
た
。
宿
は
桂
林

の
一
等
地
に
あ
り
凛
江
を
目

の
前
に
し
て
湖
を
望
む
「
桂

林
大
瀑
布
飯
店
」、
五
ッ
星
高

級
ホ
テ
ル
だ
。
こ
こ
を
拠
点

に
四
連
泊
の
景
勝
を
楽
し
む

旅
が
始
ま
る
。 

翌
日
は
昨
日
の
長
旅
の
疲

れ
も
あ
り
、
桂
林
の
市
内
観

光
だ
。
日
中
は
、
訾
洲
公
園
か

ら
象
鼻
山
を
眺
め
、
穿
山
公

園
で
鍾
乳
洞
見
物
な
ど
、
バ

ス
移
動
し
て
散
策
す
る
。 

夜
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
桂
林
に

あ
る
二
つ
の
川
と
四
つ
の
湖

を
総
称
す
る
「
両
江
四
湖
」
の

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
日
塔
」「
月

塔
」
や
世
界
の
有
名
橋
を
模

し
た
「
橋
」
を
楽
し
ん
だ
。
た

だ
鍾
乳
洞
も
同
様
だ
が
悠
久

何
万
年
の
歴
史
を
感
じ
る
自

然
が
、
中
国
風
の
ド
派
手
な

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
つ
や
消
し

し
て
い
る
こ
と
が
残
念
だ
。 

 

二
日
目
、
三
日
目
は
こ
の
旅

の
メ
イ
ン
、
世
界
遺
産
の
「
漓

江
」
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
だ
。 

素
晴
ら
し
い
景
観
で
、
昔
時
、

文
人
墨
客
が
身
を
ゆ
だ
ね
た

山
紫
水
明
・
水
墨
画
の
山
々

や
水
の
流
れ
の
世
界
に
、
今

も
観
光
客
の
長
蛇
の
列
で
あ

る
。 

あ
と
一
つ
の
メ
イ
ン
は
「
龍

勝
棚
田
」
だ
。
そ
の
規
模
は
目

を
見
張
る
広
さ
と
大
き
さ
で

あ
り
、
ま
た
牧
歌
的
で
あ
る

が
、
水
田
、
稲
穂
の
季
節
で
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。 

 

旅
は
良
い
も
の
で
あ
る
。

初
め
て
の
景
色
を
楽
し
み
、

食
事
を
し
な
が
ら
愉
し
い
出

会
い
が
あ
る
。
今
回
も
素
敵

な
現
地
女
性
の
ガ
イ
ド
（
一

児
の
母
）
・
孫
と
お
じ
い
さ

ん
・
老
夫
婦
・
中
国
女
性
と
日

本
男
性
の
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し

て
我
々
の
グ
ル
ー
プ
の
十
二

名
の
一
行
で
昼
食
・
夕
食
は

一
つ
の
卓
を
囲
み
、
本
場
の

中
華
料
理
（
一
寸
食
傷
気
味
）

で
紹
興
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
の
旅
で
あ

っ
た
。 

宿
に
戻
っ
て
の
雑

談
で
は
皆
元
気
に
傘
寿
の
次

は
米
寿
か
卒
寿
・
・
・
な
ん
て

言
っ
て
い
た
が
来
年
は
ど
う 

か
な
？ 

が
本
音
か
も
知
れ

な
い
。 

再
見 

Ｓ
34
年
卒 

安
池 

和
高 

      

各
種
の
委
員
会
活
動
や
調

査
活
動
に
従
事
さ
れ
、
在
職

中
に
25
カ
国
を
歴
訪
。 

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
平

成
21
年
の
退
職
後
も
国
際

政
治
経
済
情
勢
に
つ
い
て
全

国
各
地
で
講
演
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。 

関
東
支
部
で
は
、
Ｈ
18
年

の
４
月
に
国
会
議
事
堂
内
の

見
学
会
を 

開
催
す
る 

な
ど
、
広 

報
関
係
に 

《
高
塚
年
明
さ
ん
の
叙
勲
》 

昨
年
の
春
、
Ｓ
42
年
卒
の

高
塚
年
明
さ
ん
が
「
春
の
叙

勲
」
で
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
の
受

章
報
告
は
４
回
目
で
、
大
変

喜
ば
し
い
事
な
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。 

高
塚
さ
ん
は
、
Ｓ
42
年
に

静
岡
商
業
を
卒
業
後
、
早
稲

田
大
学
大
学
院
で
博
士
課

程
を
修
了
し
、
参
議
院
事
務

局
に
入
局
し
、
国
家
公
務
員

に
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
い
た

だ
き
、
現
在

で
も
広
報
部

員
と
し
て
活

躍
中
で
す
。 

大
石 

記  

広報部会より、ＨＰ機能のお知らせ 

静
商
同
窓
会
関
東

支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
、「
同

期
の
ア
ル
バ
ム
」
が

で
き
ま
し
た
。 

会
報
で
は
、
創
刊
号

か
ら
同
期
会
の
記
事

を
取
り
上
げ
て
来
ま

し
た
が
、
同
期
会
の

過
去
の
写
真
や
記
事

を
ア
ル
バ
ム
の
様
に

見
た
い
と
い
う
声
を

反
映
し
、
年
度
別
の

手
作
り
ペ
ー
ジ
を
作

り
ま
し
た
。 

現
在
は
会
報
の
記

事
を
切
り
出
し
て
ア

ル
バ
ム
状
に
し
た
だ

け
で
す
が
、
同
期
の

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
同

期
会
へ
の
思
い
や
、

掲
載
写
真
以
外
の
記
念

に
残
し
て
お
き
た
い
も

の
な
ど
を
連
絡
ペ
ー
ジ

手作りの「同期のアルバム」を作ろう！ 

を
通
じ
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
調
整
し
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。 
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静商同窓会関東支部役員名簿（敬称略）　　　　　　　　　　　　　令和２年５月28日現在

役職名 卒　年 氏　　名 住所略 役職名 卒　年 氏　　名 住所略
昭和30年 海野　昭 板橋区 幹事 昭和39年 青柳　秀雄 海老名市
昭和32年 宗野　治義 港区 川崎　衛 府中市
昭和38年 吉澤　英夫 大田区 昭和40年 中畑　稔 千葉市若葉区

支部長 昭和40年 原　初典 町田市 須川　福男 鎌倉市
副支部長 昭和48年 相川　雅美 横浜市戸塚区 田邊　勉 横浜市青葉区

岩城　一恵 世田谷区 神谷　雅男 佐倉市
幹事長 昭和45年 大石　倫義 横浜市戸塚区 小早川　宏 松戸市
副幹事長 昭和48年 渡部　広志 佐倉市 昭和41年 福島　正五 茅ヶ崎市
会計 昭和43年 岩下　喜美枝 横浜市 昭和42年 吉野　秀男 川崎市麻生区
会計監査 昭和42年 高山　康明 三郷市 高塚　年明 藤枝市

昭和49年 高山　房之 市川市 山口　ひろみ さいたま市中央区
常任幹事 昭和35年 秋山　卓男 柏市 昭和43年 林　和義 東久留米市

昭和38年 杉本　博行 足立区 瀧浪　利信 川崎市麻生区
昭和40年 神山　孝 さいたま市 昭和44年 長山　静枝 柏市
昭和41年 小林　吉照 横浜市港南区 木村　雅美 横浜市金沢区

松本　豊 我孫子市 昭和46年 岡島　治樹 横浜市戸塚区
昭和42年 小林　幸義 松戸市 昭和47年 馬渕　興二 西川口市
昭和43年 岡本　朗子 船橋市 昭和48年 青木　洋一 品川区
昭和44年 的野　典子 船橋市 青島　正一 印西市
昭和45年 安藤　俊 春日部市 冨井　商之 川崎市麻生区
昭和48年 齋藤　まり子 江戸川区 昭和49年 根岸　巌 さいたま市
昭和49年 内田　晃 さいたま市 昭和50年 杉本　幸雄 練馬区
昭和51年 萩原　克則 入間市 田形　晋 豊島区

中村　美保子 横浜市港北区 昭和51年 井上　真理子 川崎市麻生区
中島　裕子 鶴ヶ島市 中平　整子 中野区

平成６年 若尾　剛志 練馬区 昭和52年 本間　邦子 千葉市美浜区
幹事 昭和29年 永井　賢雄 さいたま市 富田　弘行 台東区

昭和30年 古井　陸志 立川市 昭和53年 熊谷　美智男 小平市
石貝　晃司 横浜市 昭和54年 矢部　正志 川口市

昭和31年 長谷川　勉 船橋市 昭和56年 高柳　佐和美 国分寺市
昭和32年 松井　邦浩 鴻巣市 昭和57年 石井　徹 横浜市保土ヶ谷区
昭和33年 曽我　和善 杉並区 昭和58年 田中　彰二 横浜市神奈川区
昭和34年 小長井　武夫 渋谷区 川田　彰子 大田区
昭和35年 中川　明巳 練馬区 昭和60年 高田　寿之 大田区
昭和36年 前山　忠弘 さいたま市緑区 平成１年 天笠　律津子 綾瀬市

平井　幸雄 八王子市 平成６年 浦田　輝 台東区
昭和37年 安川　榮子 柏市 平成７年 芦澤　洋介 藤沢市

増田　数茂 横須賀市 平成12年 村松　太一 野田市
昭和38年 梶山　恭一 西東京市 平成16年 李　慎 港区

後藤　忠昭 浦安市

顧問

 
 
 令和元年度決算　会計報告及び会計監査報告
（平成31年４月１日～令和２年３月31日まで）

１．一般会計 ２．支部基金会計 項　　目 金　　額

区分 金　　額  前年度末残高 4,400,000

691,003  本年組入額 0

 総会会費等収入 1,248,417  本年度末残高 4,400,000

 年会費 618,000

 寄付金 588,000 ３．財産目録

 本部助成金 0 金　　額

 広告収入 70,000  支部基金 4,400,000

 預金利息 3,133 334,970

 小　　　計 2,527,550  ゆうちょ銀行 353,616

合　　　　計 3,218,553  手 元 現 金 49,934

 総会費用 1,521,075 合　　計 5,138,520

 会報発行費 271,008

 専門部会活動費 187,120

 同期会補助金 6,000 令和２年４月 11日

 会議費 212,120 　　　　静商同窓会関東支部　　会計　　岩下　喜美枝　㊞

 運営諸経費 282,710

 寄付金 0 令和元年度　会計監査報告

 小　　　計 2,480,033

0

738,520 令和２年４月 11日

合　　　　計 3,218,553 　　　　静商同窓会関東支部　会計監査　　高山　康明　㊞

　　　　　　　　　　　　　　会計監査　　高山  房之　㊞

支
出
の
部

本
年
度
支
出

上記の通り、報告します。

監査の結果、上記の報告に相違なく、適正であることを認めます。
 支部基金組入

 次期繰越金

項目

　支 部 基 金

収
入
の
部

 前　期　繰　越　金

本
年
度
収
入

項　　目

 三井住友銀行

 次期繰越金
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静商同窓会関東支部の最新情報をお届けします
パソコン
で、検索
するなら

スマホ・
携帯から
直接アク
セス

静商同窓会関東支部 検索

ビバ静商 ! 検索

詩吟を始めませんか！ 初心者熱烈歓迎！！     
本年「創立30周年」を迎えました。
東京・千葉・埼玉・神奈川に20教室あります。
漢詩・俳句・和歌等を楽器伴奏で吟じています。
公益社団法人 日本吟道学院 公認 桜吟会
連絡先：須川福男（S40年卒・鎌倉教室） 

TEL&FAX 0467－23－2913
kamakurasgw@yahoo.co.jp

   詩吟を始めませんか！初心者熱烈歓迎！！
     

                       東京・千葉・埼玉・神奈川に20教室あります。
                  漢詩・俳句・和歌等を楽器伴奏で吟じています。
                    公益社団法人 日本吟道学院 公認 桜吟会
                    連絡先：須川福男(S40年卒・鎌倉教室) 
                            TEL&FAX 0467-23-2913
                            kamakurasgw@yahoo.co.jp

関東支部 HP　　facebook ビバ静商 !　　ブログ ビバ静商 !
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関東支部HPに、連絡ページ開設！
支部の活動に関する質問・住所登録の変更
・記事の投稿などのために、関東支部HPに
「連絡ページ」が開設されました。

どんな内容にも 必ずお答えします！

検索なら「静商同窓会関東支部連絡ページ」
スマホなら、右のQRコードでダイレクトに！
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